






 

 川崎病の急性期に合併する直径8㎜以上の巨大冠動脈瘤(3度病変)の予後は不良であり,

その管理には厳重な注意が必要である。このような3度病変がどのような症例に合併する

のか,急性期の臨床および検査所見成績にもとづきその発生予測について検討した。 


